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参
加
者
が
増
え
る
都
市
の
農
業
体
験
農
園

東
京
都
練
馬
区
は
、
農
家
の
新
鮮
野
菜
が
身
近
で
手
に
入
る
こ
と
、

区
民
農
園
が
多
く
あ
り
区
民
参
加
の
野
菜
づ
く
り
ま
で
で
き
る
こ
と
、

人
と
の
出
会
い
と
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
も
、
農
地
の
保
全
、
農
業
支
援
を
行
い
、
農
地
の
あ
る
こ
と

に
よ
る
豊
か
さ
を
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。　

練
馬
区
は
、
東
京
23
区
で
、
農
地
が
い
ち
ば
ん
多
い
。
23
区
全
体

で
４
７
１
・
１
㌶
。
こ
の
う
ち
練
馬
区
は
１
９
７
・
７
㌶
あ
る
。
次

い
で
世
田
谷
区
94
・
６
㌶
、
足
立
区
46
・
５
㌶
、
江
戸
川
区
43
・
９

㌶
、
杉
並
区
35
・
１
㌶
、
葛
飾
区
31
・
９
㌶
、
板
橋
区
14
・
２
㌶
、

大
田
区
２
・
６
㌶
、
目
黒
区
２
・
４
㌶
、
中
野
区
は
２
・
２
㌶
と
な
っ

て
い
る
（
東
京
都
農
業
会
議
、
平
成
31
年
）。

農
家
戸
数
は
４
２
１
戸
あ
る
（
練
馬
区
「
農
業
経
営
実
態
調
査
」

令
和
２
年
度
）。
１
戸
あ
た
り
の
農
地
面
積
は
０
・
55
㌶
で
、
全
国
平

均
の
３
・
１
㌶
か
ら
す
る
と
小
さ
い
が
、
都
市
な
ら
で
は
の
身
近
な

農
業
と
し
て
、新
鮮
な
農
産
物
の
収
穫
体
験
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
農
産
物
販
売
所
も
、
全
国
で
も
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
生
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東京都練馬区の農業体験農園
〜その1〜
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ま
れ
た
。
区
内
に
４
カ
所
が
あ
る
。
農
家
が
直
接
農
産
物
を
直
売
す

る
農
産
物
直
売
所
は
約
２
７
０
カ
所
あ
る
。

野
菜
は
、
イ
チ
ゴ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
え
だ
ま
め
、
オ
ク
ラ
、
カ
ブ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
小
松
菜
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

サ
ト
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
春
菊
、
ス
イ
カ
、
ダ
イ
コ
ン
、
タ
ケ
ノ

コ
、
ト
マ
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
玉
ね
ぎ
、
ナ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ネ

ギ
、
白
菜
、
レ
タ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
が
あ
る
。

果
物
は
、
イ
チ
ジ
ク
、
梅
、
柿
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
栗
、
ぶ
ど

う
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ミ
カ
ン
、
柚
子
な
ど
が
あ
る
。
ミ
カ
ン
、
柿
、

イ
チ
ゴ
、
ぶ
ど
う
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
は
摘
み
取
り
が
で
き
る
農

園
も
多
く
あ
る
。

な
か
で
も
、
区
民
が
自
ら
栽
培
が
で
き
る
区
民
農
園
が
豊
富
で
、

人
気
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
食
や
旅
行
な
ど
が
制
限
さ

れ
る
な
か
、
広
々
と
し
た
農
地
で
、
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
が
手
に

入
り
、
運
動
に
も
健
康
に
も
良
く
、
環
境
も
い
い
と
、
参
加
者
が
増

え
て
い
る
。

練
馬
区
に
は
、
農
園
を
借
り
て
野
菜
栽
培
が
で
き
る
区
民
農
園
が

１
９
２
６
区
画
。

農
家
が
農
地
を
開
放
し
、
プ
ロ
の
農
家
が
野
菜
づ
く
り
を
教
え
て

く
れ
る
農
業
体
験
農
園
が
、
18
園
で
１
９
６
３
区
画
あ
る
。
都
市
で

あ
り
な
が
ら
、
身
近
に
野
菜
づ
く
り
が
で
き
、
か
つ
区
民
が
交
流
で

き
る
場
が
数
多
く
あ
る
。

区
民
農
園
で
休
息
施
設
（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）
が
あ
る
の
が
５
園
。

農
具
庫
（
共
用
・
個
人
用
）、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
ト
イ
レ
・
調
理
設

備
・
休
息
室
・
更
衣
室
付
）、
生
垣
、
水
道
が
あ
る
。
２
４
７
区
画
。

１
区
画
は
約
30
平
方
㍍（
利
用
料
金
月
額
１
６
０
０
円
）。
障
害
者
優

先
区
画
は
約
20
平
方
㍍（
月
額
１
１
０
０
円
）。
利
用
期
間
は
１
年
11

カ
月
。

休
息
施
設（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）な
し
が
22
園
。
パ
ー
ゴ
ラ（pergola

＝
木
材
な
ど
で
組
ん
だ
棚
）、
簡
易
ト
イ
レ
、
水
道
、
ベ
ン
チ
、
農
具

庫
、
看
板
、
掲
示
板
が
あ
る
（
一
部
、
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ
が
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
）。

と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
練
馬
区
で
１
９
９
６
年
に
始

ま
っ
た
、
農
家
が
農
地
を
開
放
し
農
家
の
プ
ロ
が
野
菜
づ
く
り
を
教

え
る
「
練
馬
方
式
」
と
言
わ
れ
る
「
農
業
体
験
農
園
」
だ
。
18
園
が

あ
り
、
１
９
６
３
区
画
。

１
区
画
は
30
平
方
㍍
。（
果
樹
栽
培
の
体
験
も
あ
る
「
旬
感
倶
楽

部
」
は
21
平
方
㍍
）　

「
農
業
体
験
農
園
」
の
仕
組
み
は
、農
家
が
農
地
を
開
放
し
て
区
画

割
り
を
し
、
野
菜
づ
く
り
を
１
年
間
指
導
し
て
、
種
ま
き
か
ら
収
穫

ま
で
で
き
る
と
い
う
も
の
。

畑
に
は
、
種
、
バ
ケ
ツ
、
如
雨
露
、
鍬
、
肥
料
、
マ
ル
チ
（
雑
草
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対
策
や
保
温
、保
湿
に
優
れ
た
シ
ー
ト
）
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

手
ぶ
ら
で
行
け
る
。
ト
イ
レ
、
水
道
、
農
具
類
、
休
息
場
が
用
意
し

て
あ
る
。

年
間
の
作
付
け
表
が
用
意
し
て
あ
り
、
そ
の
計
画
に
そ
っ
て
参
加

者
は
野
菜
づ
く
り
を
学
び
育
て
る
。
イ
ン
ゲ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

え
だ
ま
め
、
ダ
イ
コ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ラ
デ
ィ

シ
ュ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
、
普
段
食
べ
る
も
の
が
収

穫
で
き
る
。

期
間
は
11
カ
月
。
最
長
５
年
間
参
加
で
き
、
参
加
費
は
年
間
５
万

円
。
区
民
は
区
の
補
助
が
あ
り
３
万
８
千
円
で
参
加
で
き
る
。

区
は
施
設
整
備
費
・
管
理
運
営
費
の
助
成
と
利
用
募
集
者
の
援
助

を
行
っ
て
い
る
。

農
家
が
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
先
駆
け
加
藤
農
園

練
馬
区
は
、
全
国
の
先
駆
け
と
な
っ
た
、
農
家
が
教
え
る
農
業
体

験
農
園
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
練
馬
方
式
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。
今
で
は
、
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
農
業
体
験
農
園

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
広
ま
り
、
企
業
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
都
内

で
１
０
０
カ
所
以
上
に
も
広
が
っ
た
。
全
国
で
は
お
お
む
ね
５
０
０

カ
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

農
業
体
験
農
園
を
最
初
に
始
め
た
の
は
、
練
馬
区
南
大
泉
の
「
緑

と
農
の
体
験
塾
」
の
加
藤
義
松
さ
ん
。

西
武
池
袋
線
の
池
袋
駅
か
ら
約
20
分
。
保
谷
駅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

加
藤
さ
ん
は
３
０
０
年
続
く
江
戸
期
か
ら
の
農
家
で
「
練
馬
方
式
」

と
言
わ
れ
る
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
「
農
業
体
験
農
園
」
の
発
案
者
。

始
ま
っ
た
の
は
１
９
９
６
年
。

こ
の
農
業
体
験
農
園
の
開
設
に
は
理
由
が
あ
る
。
練
馬
区
で
は
管

理
が
難
し
く
な
っ
た
農
地
を
借
り
て
、
あ
る
い
は
購
入
し
て
、
区
民

加藤義松さん。農家が教える農業体験農園
の発案者
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農
園
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
。

練
馬
区
の
区
民
農
園
の
開
設
は
早
く
、
１
９
７
６
（
昭
和
48
）
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
人
が
い
な
い
の
で
、
上
手
に
栽

培
で
き
な
い
人
も
い
る
。
実
際
、
区
民
農
園
の
参
加
者
に
は
、
野
菜

づ
く
り
の
コ
ツ
を
教
え
て
ほ
し
い
と
、
加
藤
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
人
も
い
た
。

上
手
に
で
き
て
も
、
貸
し
出
し
期
間
が
１
年
11
カ
月
と
短
い
た
め

に
、
長
く
野
菜
づ
く
り
を
し
た
く
て
も
続
け
ら
れ
な
い
。
上
手
に
栽

培
し
て
も
盗
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
畑
の
手
入
れ
が
悪
い
と
区
が
整

備
し
て
土
地
を
畑
に
戻
す
が
そ
れ
に
は
手
間
も
か
か
る
。

そ
れ
を
傍
目
に
み
て
い
た
加
藤
さ
ん
は
、
横
浜
に
あ
っ
た
市
民
参

加
型
の
農
園
を
参
考
に
、
新
た
に
独
自
の
体
験
農
園
を
生
み
出
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
は
普
通
の
農
家
。
練
馬
区
は
キ
ャ
ベ
ツ

栽
培
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
都
市
で
野
菜
栽
培
を
す
る
に
は
農
地
が

狭
い
。
野
菜
の
価
格
も
高
く
な
い
。
と
く
に
流
通
が
発
達
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
遠
く
の
大
型
の
産
地
か
ら
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
都
市
の
ス
ー

パ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
、
安
く
売
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

農
業
体
験
農
園
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
ス

タ
イ
ル
。
農
家
は
野
菜
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
野
菜
づ
く
り
を

一
般
の
人
に
教
え
る
。
畑
の
管
理
は
農
家
が
行
い
、
農
地
を
開
放
し

て
区
画
割
し
て
、
講
習
で
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
と
い
う
も
の
。　

参
加
者
は
最
長
５
年
間
、
野
菜
づ
く
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
の
庭
先
で
も
、
あ
る
い
は
、
別
に
区
民
農
園

を
借
り
て
、独
自
に
野
菜
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
習
っ
て
、

区
民
農
園
を
借
り
れ
ば
、
野
菜
づ
く
り
も
上
手
く
な
る
と
い
う
わ
け

だ
。
そ
し
て
農
家
は
、
講
習
で
安
定
収
入
を
得
る
と
い
う
も
の
。

農
家
が
教
え
る
農
業
体
験
農
園
が
都
内
に
広
が
る

開
園
当
時
は
「
始
め
て
も
人
が
来
る
の
か
。
来
て
も
定
年
退
職
の

高
齢
者
ば
か
り
で
は
な
か
ろ
う
か
」
な
ど
と
心
配
さ
れ
て
い
た
も
の

だ
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
、
親
子
連
れ
か
ら
、
30
代
、
40
代
、
70
代
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
す
る
人
気
の
農
園
と
な
っ
て
い
る
。
と

く
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
は
、
出
か
け
る
と
こ
ろ
が
限
ら
れ
た

な
か
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
野
菜
づ
く
り
が
で
き
て
、
健
康
的
、
密

に
も
な
ら
な
い
と
、
さ
ら
に
人
気
が
高
ま
っ
た
。

最
初
に
農
業
体
験
農
園
を
始
め
た
加
藤
義
松
さ
ん
は
、
現
在
「
全

国
農
業
体
験
農
園
協
会
・
理
事
長
」。
野
菜
づ
く
り
の
著
作
も
多
く
あ

る
。加

藤
農
園
は
大
き
く
３
つ
の
区
画
に
分
か
れ
て
い
る
。

１　

小
さ
い
お
子
さ
ん
、
高
齢
者
の
方
が
作
れ
る
「
は
た
け
倶
楽

部
」。
小
さ
い
も
の
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
、そ
の
他
は
畑
で
作
る

も
の
。
12
区
画
。
参
加
費
は
年
間
３
万
８
千
円
。

２　
「
ア
シ
ス
ト
農
園
」。
多
忙
で
畑
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
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方
の
た
め
の
ア
シ
ス
ト
付
き
の
農
園
。
12
区
画
。
１
区
画
15

平
方
㍍
。
年
間
で
30
種
類
の
野
菜
を
栽
培
。
参
加
費
は
５
万

円
。

３　

農
業
体
験
農
園
。
講
習
付
き
で
野
菜
づ
く
り
を
す
る
も
の
。

１
４
６
区
画
。
１
区
画
30
平
方
㍍
。
参
加
費
５
万
円
（
練
馬

区
民
は
３
万
８
千
円
）。

畑
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
自
転
車
が
50
台
置
け
る
よ
う
に
も

な
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
も
あ
る
。

講
習
は
金
曜
日
、
日
曜
日
が
10
時
、
土
曜
日
が
10
時
と
14
時
に
あ

る
。参

加
者
に
は
事
前
に
半
年
間
の
作
付
け
計
画
予
定
や
、
注
意
事
項
、

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
資
料
が
配
布
さ
れ
る
。
講
習
で
は
、
そ
の

週
に
行
う
準
備
、
種
や
、
肥
料
な
ど
の
説
明
が
30
分
ほ
ど
。
畑
の
隅

に
あ
る
屋
根
と
机
と
長
椅
子
が
用
意
さ
れ
た
場
所
で
行
わ
れ
、
そ
れ

体験農園の参加者への講習。中央に立っているのが加藤義松
さん

加藤農園の一年間の作付け計画表。どの時期、
どの種を、どの間隔でまくかまで書かれている
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か
ら
、
め
い
め
い
の
畑
の
場
所
で
、
教
わ
っ
た
と
お
り
の
作
業
を
行

う
。畑

の
隅
に
は
、
講
義
が
で
き
る
屋
根
付
き
の
道
具
置
き
場
が
あ
り
、

そ
こ
に
種
、
肥
料
、
如
雨
露
、
鍬
を
始
め
、
栽
培
に
必
要
な
道
具
類

は
す
べ
て
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

講
習
で
は
話
が
丁
寧
。
し
か
も
、
よ
ど
み
な
く
こ
ま
や
か
。
み
ん

な
の
前
で
、
鍬
で
畑
を
鋤
き
な
が
ら
要
領
を
解
説
す
る
。
畑
で
い
ざ

栽
培
と
な
っ
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
加
藤
さ
ん
の
農
園

に
は
農
園
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
る
。
こ
れ
ま
で
農
園
に
通
っ
て
野
菜

づ
く
り
を
習
得
し
た
７
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
の
人
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

加
藤
さ
ん
の
農
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
充
実
し
て
い
て
、
野
菜
づ

く
り
の
Ｑ
＆
Ａ
も
こ
ま
か
く
書
い
て
あ
る
。
現
場
の
畑
で
は
入
り
口

の
看
板
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
農
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

畑の隅には道具置き場があり栽培に必要な
道具がすべて揃えられている

加藤農園の農園アドバイザーのみなさん
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ジ
に
も
飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
農
園
に
参
加
す
る
人
た
ち
が
、

30
代
、
40
代
が
中
心
と
な
っ
て
手
伝
っ
て
い
て
、
若
い
人
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
で
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
講
習
も
、
ど
う
し
て

も
現
地
に
来
ら
れ
な
い
人
に
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
広
が
る

加
藤
さ
ん
の
話
は
、
江
戸
期
か
ら
の
農
業
の
こ
と
、
肥
料
が
ど
こ

か
ら
く
る
の
か
、
肥
料
の
役
割
、
鍬
の
使
い
方
、
マ
ル
チ
の
張
り
方
、

種
の
ま
き
方
、
間
隔
な
ど
、
じ
つ
に
こ
ま
や
か
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ

ト
な
ど
も
品
種
が
２
０
０
種
類
以
上
あ
り
、
そ
の
違
い
や
、
実
際
に

栽
培
し
て
、
食
べ
て
み
て
、
最
上
の
も
の
を
収
穫
し
て
食
べ
る
こ
と

の
喜
び
ま
で
、
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
る
。

５
月
、
11
月
に
は
持
ち
寄
り
料
理
の
収
穫
祭
も
行
わ
れ
て
い
て
、

１
５
０
名
近
く
が
参
加
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
な
っ
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
練
馬
区
内
３
カ

所
の
『
こ
ど
も
食
堂
』
に
月
２
回
、
農
業
体
験
農
園
で
収
穫
し
た
野

菜
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
の
会
、
親
子
で
の
花
火
会
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
る
。

「
収
穫
祭
で
は
自
分
の
野
菜
で
作
っ
た
料
理
を
持
ち
寄
り
ま
す
。
食

事
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。
１
５
０
名
く
ら
い
集
ま
り
ま
す
。
畑
の
横

に
椅
子
も
あ
る
。
屋
根
付
き
の
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
夏
は
、
畑
で
線

香
花
火
を
し
た
り
、
ス
イ
カ
割
を
し
た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

喜
び
ま
す
ね
」
と
加
藤
さ
ん
。

実
は
、
海
外
の
市
民
農
園
の
視
察
旅
行
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
加

藤
さ
ん
が
農
業
体
験
農
園
を
始
め
て
間
も
な
く
、
海
外
の
商
社
に
勤

め
て
い
た
方
が
い
て
、
ハ
ワ
イ
に
も
市
民
農
園
が
あ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、市
民
農
園
の
視
察
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

講義のあと畑で実際のマルチの張り方を指導する加藤さん
（右手前）



42令和４年５月号　月刊NOSAI

海
外
の
市
民
農
園
や
農
業
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
台

湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
中
国
な
ど
、
17
カ
国
へ
の
研
修
旅
行
が
生

ま
れ
た
。
参
加
希
望
者
を
募
り
、
約
30
名
近
く
が
参
加
し
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
は
中
断
し
て
い
る
が
、
収
束
後
は
再
開
予

定
だ
。

「
以
前
、東
京
農
業
大
学
が
参
加
者
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

目
的
の
75
％
は
野
菜
づ
く
り
を
覚
え
た
い
と
い
う
方
々
。
残
り
は
、

農
業
者
に
な
り
た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
、
野
菜
づ
く

り
の
技
術
を
覚
え
て
海
外
へ
技
術
指
導
に
参
加
し
た
い
と
い
う
、
目

的
意
識
の
高
い
方
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
講
習
を
す
る
側

に
も
、
そ
れ
な
り
の
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
」
と
加
藤
さ
ん
。

実
際
、
練
馬
区
で
野
菜
づ
く
り
を
学
び
、
地
方
で
農
業
を
行
う
人

や
、
小
さ
な
畑
付
き
の
住
宅
が
あ
る
地
域
に
移
住
し
て
、
自
家
用
の

野
菜
づ
く
り
を
す
る
人
も
、
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。

加
藤
さ
ん
の
家
の
近
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
方
が
引
っ
越
し
を
し
て
き

た
。
な
ぜ
と
尋
ね
た
ら
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
、
新
鮮
な
野
菜
が
身
近

で
安
く
手
に
入
る
か
ら
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

農
業
体
験
農
園
か
ら
、
国
際
交
流
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
か
ら
驚

き
だ
。

加
藤
義
松
さ
ん
の
息
子
さ
ん
は
、Ｊ
Ａ
で
の
勤
務
の
あ
と
、「
緑
と

農
の
体
験
塾
」
の
お
隣
の
農
地
１
・
５
㌶
を
借
り
受
け
て
、
ト
マ
ト

を
中
心
に
農
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
式

無
人
販
売
機
で
販
売
さ
れ
る
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト
が
大
人
気
だ
。

農
業
体
験
農
園
と
い
う
新
し
い
農
業
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た

「
練
馬
方
式
」。
こ
の
園
主
会
が
あ
り
、
現
在
の
園
主
会
長
は
、
練
馬

区
土
支
田
に
あ
る
「
イ
ガ
さ
ん
の
畑
」
の
五
十
嵐
透
さ
ん
で
３
代
目
。

西
武
池
袋
線
石
神
井
公
園
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

五十嵐透さんの農業体験農園での指導。右端が五十嵐さん
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る
。
五
十
嵐
さ
ん
は
、
会
社
勤
め
の
あ
と
、
父
親
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
農
業
を
継
ぐ
こ
と
に
。最
初
は
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
だ
っ
た
が
、

加
藤
さ
ん
の
体
験
農
園
に
興
味
を
持
ち
、
や
り
方
を
学
び
、
１
９
９

９
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
区
画
３
㍍
×
10
㍍
の
30
平
方
㍍
の
体

験
農
園
。

全
部
で
48
㌃
。
自
分
の
畑
で
は
80
区
画
。
お
隣
の
方
が
高
齢
で
農

業
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
借
り
受
け
た
農
地
で
37
区

画
。
全
部
で
１
１
７
区
画
あ
る
。

「
農
業
体
験
の
価
値
は
、
参
加
し
た
人
が
自
分
の
生
活
の
一
部
と
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。
野
菜
を
収
穫
し
て
日
常
に
食
べ
る
人

が
多
い
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
て
体
験
さ
せ
た
い
と
い
う
人
も
い

る
。
畑
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
喜
ん
で
く
だ
さ
る
。
朝
食
前
や
、
夕

ご
飯
の
買
い
物
つ
い
で
に
畑
に
来
て
野
菜
を
摘
ん
で
、
食
事
に
使
う

人
も
い
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
さ
れ
る
方
の
８
～
９
割
は
次
の
年
も

申
し
込
み
さ
れ
ま
す
。
近
所
の
福
祉
作
業
所
の
方
か
ら
野
菜
づ
く
り

を
や
り
た
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た
う
え
で
、

独
自
に
野
菜
を
作
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
障
害
の
方
々

の
野
菜
づ
く
り
が
、
２
年
前
か
ら
４
区
画
分
で
始
ま
り
ま
し
た
」
と

五
十
嵐
さ
ん
。

体
験
農
園
の
17
農
園
で
は
秋
に
、
参
加
し
た
人
た
ち
の
つ
く
っ
た

野
菜
の
品
評
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
主
が
夏
場
に

野
菜
づ
く
り
の
様
子
を
見
て
、
10
区
画
の
参
加
者
を
推
薦
。
そ
れ
を

五
十
嵐
さ
ん
と
農
協
の
職
員
が
巡
り
、
賞
を
贈
る
と
い
う
も
の
。
練

馬
区
の
農
業
は
多
彩
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

（
以
下
次
号
）

福祉作業所の畑のお手伝いで参加しているボランティアの方
と五十嵐さん（左から二人目）


